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 １．はじめに – 企画の起こり −  筆者は2011年に、次年度からはじまる現代コミュニケーションコースの専門科目「現代基礎演習Ⅰ」の授業計画をコース構想と並べながら練っていた。企画立案と構想力、アイディアやコミュニケーション力の構築などに関する実践形式の授業として、デザインや映像の現場とコラボレーションできるかたちを模索していた。  人間学部の新コース「現代コミュニケーションコース」では、メディアや情報、映像や文学、アートなどの現代文化を、コミュニケーションを軸として学んでゆく新しいコースとして取り組みを始めている。知識や技術とともに、各自が自ら考え行動し素材を読み解き、発信する能力も合わせて学んでゆく。フィールドワークや企画立案系の演習に関しては、実際のアートや映像制作等の現場との協働も取り入れてゆく予定である。授業を行った年次である2012年度には、コース2年生が本格的に専門科目の授業をはじめる年であった。  本論は2012年度春学期に行われた、清泉女学院大学人間学部・現代コミュニケーションコースによる産学官連携を通じての授業構築「現代基礎演習Ⅰ〜信州夢応援プロジェクト〜」の取り組みや詳細をまとめ報告するものである。 
 
 
 ２．構想のふくらみと授業計画  「現代基礎演習Ⅰ」の準備と同時に別の動きとして、2012年度に正式にスタートすることとなった本学と自治体の連携、長野県千曲市との「産学官連携パートナーシップ協定」が進行していた。千曲市と本学の間で、人的・知的資源の交流と様々な分野における連携及び協力を通じて、相互の発展に資することを目的とするもので
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ある。学生による景観整備活動や情報誌の作成、同市をテーマとした番組制作、戸倉上山田温泉での調査研究、市民との生涯学習を通じた交流などの想定がある。それにさきがけて、千曲市内の教育・文化施設をめぐりながらの打ち合わせが行われ、参加することになった。市内の観光拠点や文化施設、魅力的な活動を行っている人物を訪ねながら情報交換を行った。その中でアテンド担当の市の職員から何気なく、日本テレビ系列の夏のチャリティー番組「24 時間テレビ」の話題が出た。昨年そして当年の長野県内からのメイン中継会場として、千曲市内の広場が準備されているという。その時は何となくその話を耳にして、視察は終了した。    さらにまた別な動きとして同時期に、すでに開講されている集中講義「ムービー編集入門」で連携していた長野県の民放局・テレビ信州のディレクターとの打ち合わせが行われた。集中講義の内容や、今後本格的に出発してゆくコースにとってどのような授業形態がふさわしいか、などを討議した。テレビ信州は日本テレビ系列で、前出の24時間テレビを担当する長野の局でもある。 
  新コースの学びのコンセプト立案、千曲市との連携協定、そしてテレビ局と関わる映像系授業、という３つの動きは当初直接には関わりのないものあったが、この千曲市とテレビ信州という２者をつなぐ「24時間テレビ」というキーワードがもやもやしながら頭の中で引っかかったまま、しばらく過ごしていた。「現代基礎演習Ⅰ」の中でメディアやデザインの現場との協働をしたいという願望、テレビ信州とのつながり、千曲市での見学の中の話…それらが混じりあい浮かび上がった構想が「学生がテレビ信州の 24 時間テレビに参加する実習系授業、学生を実際のテレビ番組と関わらせながら学びを構築することはできないだろうか」というものであった。24時間テレビの放映・本番は毎年８月下旬、本学の春学期の授業は４月〜７月末までで８月は夏期休暇に入ることもあり、ちょうど授業内で取り組み８月に発表という流れが考えられる。また当日の中継本番に参加することも調整が可能ではないか、などさまざまな条件・場面がつながったような気がした。  当初はまったくの希望的アイディアからの、学生が24時間テレビに関わる「なにかしら」ができないだろうかという程度のものであった。しかしこの結びつきを有機的に構成できれば、福祉やチャリティーとつながる千曲市内の福祉の取り組みを、市のコーディネートとともに実行したりすることもできる。合わせて実際の番組への出演や当日の中継へのスタッフとして参加すること、取り組み自体をリアルタイムでの情報発信・広報するなど、多方面にわたる構想の断片が出てきた。まずは可／不可の制限を決めずにアイディアを出し、その後企画・アイディアをテレビ信州側、さらには千曲市側に固まらないうちに投げかけ持ち帰ってもらい、調整を続けた。 
図２−１：産学官連携のイメージ図を取り入れた 
「信州夢応援プロジェクト」企画書 
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 例えば千曲市内で取材したなんらかの映像を制作放映するとしても、ただ市内の名所を宣伝したりするようなものでは、24 時間テレビ内で放映することはできないし、ふさわしくない。なんらかの社会性・福祉への視線を持つものでなければ放映に足るものにはならないし、公共の電波にのせられない。もちろんその前に局側の許可も出ないであろう。内容の調整や取材前の事前コーディネートなどを行いながら、進めていった。  方向性がある程度見えてきた段階で規模が大きなものになることが予想されたため、取材費や移動費などの実施予算も確保したいとの思いから、シラバスの構築と同時に学内において、コースとしての学びとのマッチングをはかりながら、この取り組み全体そのものを「信州夢応援プロジェクト1」として企画にまとめ、予算計上も図った。授業だけにとどまらず、産学官の連携はもちろんのこと、大学としての地域連携や学部周知にともなう広報への寄与などへの広がりもみせる構想に発展してゆく。 
  実際に制作した授業シラバスの抜粋は下記の通りである 
 
  授業内で取り組める範囲での演習のボリューム設定、テレビ信州また千曲市と協働が可能な内容設定、学生が主導で行う部分と教員がコントロールする部分の調整などを行った。演習の流れとしては、分析、企画、取材、撮影、編集、フィニッシュワーク、プレゼンテーション、まとめ…というものを想定していた。すでに授業がはじまっている４月期５月期などにも、テレビや福祉の現場では刻々と状況が変わることから、ある程度は固めな
現代基礎演習Ⅰ（単位数：2単位 開講期：春） 
●授業内容：【目的・目標】現代文化を読み解き発信するには、企画力や調整力、コーディネート力など、つくるだけでも、考える
だけでも、見るだけでもない、それらの総合的力が要求されます。実際にプロフェッショナルの現場に入ってゆき社会とのつながり
を意識しながら、現代文化構築・発信のための企画や実施の基礎を学びます。 
【概要】千曲市およびテレビ信州と、本学との連携授業。テレビ信州（日本テレビ系列）の夏のチャリティー番組「24時間テレビ」
をフィールドとして、実際に番組およびイベント内の一部分のコンセプトを立案、企画・調整、取材・構成などを行い、実践を通し
て情報発信や企画力を学びます。番組コンセプトを読み解き取材などの実行に移し、中継本番の〆切までに課題VTRをつくり、発信
します。番組制作のプロや現場との関わりの中で、積極的に自身の得意な部分（または不得意な分野）を学びましょう。 
 
●評価方法・基準：企画書レポートなどの提出物。最終制作課題（VTR）とそれを使用した番組本番でプレゼンテーション。また各
回授業時の各役割での企画実施の参加度合により判断します。 
 
●授業計画：１．オリエンテーション／２．番組研究、コンセプト会議／３．取材対象の選定、リサーチ準備 
４．フィールドワーク１、リサーチ／５．コンセプト立案、各役割分担／６．フィールドワーク２、取材・撮影 
７．中間報告、今後の予定の確認、調整／８．修正事項の検討／９．取材・インタビュー準備 
10．フィールドワーク３、取材・撮影／11．編集作業、中継の準備／12．編集作業、中継の準備 
13．編集作業、中継の準備／14．まとめ、最終準備／15．中継本番への参加、プレゼンテーション 
 
●履修条件等：「24時間テレビ」の本番当日および前日（8/25（土）、8/26（日））は現地での中継参加実習となるため、予定を調整
しておいて下さい。また夏期休暇中に数回程度会議を行う予定です。授業内に取材で千曲市へ数回出かけます。授業時間を調整して
出かけることがありますが、事前に連絡します。 
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がらもその都度修正をはかりながらの進行となった。 
  分析：「24時間テレビ」のコンセプト・番組のねらいとは？…読み解き、分析。  企画：その上で実際に番組内にて放映する番組映像の企画立案。  取材：取材フィールドは長野県千曲市とする（千曲市は2012年度の24htvの長野県の中継会場）。  撮影：24htvのコンセプトに該当する、千曲市の魅力的な人物や企業、活動などをリサーチ・取材。  編集・フィニッシュワーク：最終的には３分程度の映像に編集、実際にテレビで放映される。  プレゼンテーション：放映当日に千曲市会場でおひろめ。イベントへの参加。  （その他）記録のアーカイブ化：授業の進行、成果物、実施の様子などを映像や写真に記録。       情報発信：授業で取り組んでいることを社会に発信。  まとめ：レポート 
 以上の流れと目標を立てて、8月26日の本番当日へむけて進めてゆくことになった。  さらに同じく現代コミュニケーションコース科目の集中講義「ムービー編集入門」受講学生には、本番当日の中継クルーとしての実習自体を授業として行うという企画も生まれたため、合わせて情報共有しながら進行することになる。 
 
 
 ３．授業の進行、産学官それぞれの役割  千曲市およびテレビ信州の担当者との打ち合わせを重ねる中で、実際の企業や自治体、福祉関係団体などとの連携となることから出てくる条件・制限を逆に生かし、学生に対して課題のルールとして構成した。核となるのは、24時間テレビのコンセプトに沿うかたちで、なおかつ学生ならではの視点を持った、福祉・環境・家族・絆などをテーマとしたドキュメンタリー映像を制作することである。そこに向かう上での規制や制限、条件が発生する。その条件や納期設定、依頼事項などを生かし、より実践に近いかたちの学びの場を構築していった。 
 産学官三者相互の要望や条件、提案等は主に下記のようなものがあがった ・テレビ信州側から提示された、当日の映像放映時間枠は３分間 ・取材先やテーマなどは基本的には学生が決める（教員・テレビ局側がチェック） ・取材対象は千曲市内の企業や団体、または人に限定 ・取材時および本番時に、長野市〜千曲市間の学生の移動手段として千曲市役所にバスを出してもらう ・千曲市内の福祉施設など取材対象の手配・調整を千曲市に依頼 ・福祉施設内の取材、また制作映像放映においての利用者への配慮には特段の注意を要する ・情報ワイド番組「ゆうがたGet!」への２回の出演枠の確保（情報発信、広報PR） 
図３−１：千曲市社会福祉協議会での下見取材の様子 
産学官連携による授業の構築について
47
がらもその都度修正をはかりながらの進行となった。 
  分析：「24時間テレビ」のコンセプト・番組のねらいとは？…読み解き、分析。  企画：その上で実際に番組内にて放映する番組映像の企画立案。  取材：取材フィールドは長野県千曲市とする（千曲市は2012年度の24htvの長野県の中継会場）。  撮影：24htvのコンセプトに該当する、千曲市の魅力的な人物や企業、活動などをリサーチ・取材。  編集・フィニッシュワーク：最終的には３分程度の映像に編集、実際にテレビで放映される。  プレゼンテーション：放映当日に千曲市会場でおひろめ。イベントへの参加。  （その他）記録のアーカイブ化：授業の進行、成果物、実施の様子などを映像や写真に記録。       情報発信：授業で取り組んでいることを社会に発信。  まとめ：レポート 
 以上の流れと目標を立てて、8月26日の本番当日へむけて進めてゆくことになった。  さらに同じく現代コミュニケーションコース科目の集中講義「ムービー編集入門」受講学生には、本番当日の中継クルーとしての実習自体を授業として行うという企画も生まれたため、合わせて情報共有しながら進行することになる。 
 
 
 ３．授業の進行、産学官それぞれの役割  千曲市およびテレビ信州の担当者との打ち合わせを重ねる中で、実際の企業や自治体、福祉関係団体などとの連携となることから出てくる条件・制限を逆に生かし、学生に対して課題のルールとして構成した。核となるのは、24時間テレビのコンセプトに沿うかたちで、なおかつ学生ならではの視点を持った、福祉・環境・家族・絆などをテーマとしたドキュメンタリー映像を制作することである。そこに向かう上での規制や制限、条件が発生する。その条件や納期設定、依頼事項などを生かし、より実践に近いかたちの学びの場を構築していった。 
 産学官三者相互の要望や条件、提案等は主に下記のようなものがあがった ・テレビ信州側から提示された、当日の映像放映時間枠は３分間 ・取材先やテーマなどは基本的には学生が決める（教員・テレビ局側がチェック） ・取材対象は千曲市内の企業や団体、または人に限定 ・取材時および本番時に、長野市〜千曲市間の学生の移動手段として千曲市役所にバスを出してもらう ・千曲市内の福祉施設など取材対象の手配・調整を千曲市に依頼 ・福祉施設内の取材、また制作映像放映においての利用者への配慮には特段の注意を要する ・情報ワイド番組「ゆうがたGet!」への２回の出演枠の確保（情報発信、広報PR） 
図３−１：千曲市社会福祉協議会での下見取材の様子 
・「24時間テレビ」本番への出演、およびスタッフとしての参加（ムービー編集入門学生が担当） 
 また合わせて、現代コミュニケーションコース10名の人員をそれぞれの主担当を決めていった。 ・映像撮影、編集：２名 ・記録写真、映像編集補助：２名 ・取材事前交渉、あいさつ文制作・発送、お礼状制作・発送：２名 ・広報、印刷物のデザイン：２名 ・アーカーブ制作、報告書・記録テキスト作成：２名 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
   千曲市内の福祉施設などを数カ所訪問し、市役所のかたからの聞き取りを行い、特色や取り組み、取材可能範囲などをふまえ学生が選択した取材先は、千曲市社会福祉協議会・ピュアハートちくまとそのスタッフおよび利用者であった。2012年度からはじまった新しい試みとして地域活動支援センターを名乗る同施設では、知的障害、身体障害、精神障害のいわゆる三障害のいくつかを抱える利用者が、それぞれ上手に活用していた。ふらっと立ち寄って本を少し読んで帰る日もあれば、スタッフと話しこんだり、昼寝をしたり。また学生が取材で撮影にうかがった日には、ワークショップとして絵手紙教室が開催されていた。  このような一連の活動支援と環境設定のコンセプトに「いつ来ても、いつ帰ってもいい」というスタンスがある。押しつけの無い、しかし利用者に寄り添った場所の構築によって、障害を持つ人々の利用者の重要な居場所となっていた。学生が取材を通して感じた、この場所がこの場所である意味。そして映像で伝えたいことは何なのかを考えていた際に浮かび上がってきたキーワードが、この「居場所」というものである。  学生たちは普段なにげなく、時にはぜいたくに時間と場所を使い過ごしてる大学という場所。特別ではない毎日のキャンパスでの環境と人のつながりは、実はとても魅力的でかけがいのない居場所なのではないかという気づきが、他者への取材を通じて見えてきた。学生たちにとってのキャンパスが、施設利用者にとってのピュアハ 図３−４：映像編集、お礼状の制作・発送など 
 
図３−２：ピュアハートちくま担当者への聞き取り 図３−３：取材・撮影の様子 
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ートちくまであるという視点。いつ行っても、いつ帰ってもいい、貴重でありながらなおかつ特別ではない居場所は、義務感で無理をして足を運ぶのではなく、大学生が大学に行くというあたりまえの日常のようなものなのではないか、またそうあってほしい、というものである。  この視点を持つことにより、撮影や編集技術は未熟だとしても、なんらかの学生ならではの映像になりえるだろうし、プロがつくる映像・番組とは違うなにものかが実習を通じて現れるのではないか、という流れを学生自身が見つけ出した。スタッフや利用者のかたがたのインタビューなどの取材後、編集作業に進んでゆく。合わせて当日の放映を知らせるチラシの制作、あいさつ状の発送、授業記録をまとめるテキスト執筆など、各担当者の作業を進めながら、本番当日の動きについての打ち合わせも進めていった。 
 
 
 ４．番組出演、放映当日の動きなど  取材や映像編集と平行して、テレビ信州の情報ワイド番組「ゆうがた Get!」に出演し、授業での取り組みと進捗状況の報告をする機会を２回にわたって設けることができた。１回目は6月19日の段階での、取り組み全体の説明や授業風景の紹介など。２回目の8月21日は本番の直前に設定し、本放送のPRとともにこれまでの流れ全体を報告した。実際の出演にともなうテレビ局での動きや施設見学、打ち合わせやリハーサル、本番を体験しながらテレビメディアの現場を学べる貴重な機会となった。 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
［左］図４−１：2012年6月19日テレビ信州「情報ワイド ゆうがたGet!」出演１回目。取り組み全般の報告、進捗状況のプレゼンテーション。 
［右］図４−２：2012年8月21日テレビ信州「情報ワイド ゆうがたGet!」出演２回目。 
   8月26日の24時間テレビ本番のPR、コンセプトや制作映像の解説など。 
 
 
  8月26日の24時間テレビ本番の当日にはこれまでの集大成として出演し、学生が制作した映像を放映してもらうとともに、その前後でコンセプトや取り組みのプレゼンテーションも行った。昨年まで視聴者として観ていた人気番組に自らが出演するという経験に加え、番組作りの現場のきびしさや緊張感なども感じ取っていたようである。  この日には、あわせて集中講義「ムービー編集入門」の履修学生が、番組作りの裏方として撮影クルーのアシ
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スタント・ディレクター補助やタイムキーパー補助、チャリティーバンクの受付などに携わりながら実習も行うことができた。 
 
 
  
図４−３：本番直線の打ち合わせの様子                図４−４：番組出演の様子、制作映像をプレゼンテーション 
 
  
図４−５：放映の様子                       図４−６：学生制作番組タイトルバック 
※すべて、2012年8月28日 テレビ信州「24時間テレビ 35/愛は地球を救う」より  会場：千曲市ふれあい広場（戸倉体育館前特設会場） 
 
 
 ５．おわりに − 課題と今後の可能性 −  本演習では、千曲市およびテレビ信州をはじめとして、産官さまざまな施設や人々を巻き込みながら、また学内でも単独の授業にとどまらず、プロジェクトとして広報などにも寄与できるよう多角的な展開ができたように思う。番組本番が夏期休暇中の 8月 26日であったことも、春学期の 15回の授業で取材や映像制作を行いその上で本番に出演、という流れがつくれた要因である。  主たる取材先である千曲市上山田と本学の位置する長野市上野は30キロ以上離れており、すぐに学生だけで出かけ取材ができるという距離ではない。またなるべく90分／15回の授業で核となる部分は展開させるとしても、やはり授業時間外に取材に行ったり制作を行ったりする場面はどうしても出てくる。社会と直接関わる授業
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構築の難しさでもあるが、学生の負担も考えつつバランスをとることが必要であろう。  特に映像制作においては、福祉施設内部の撮影や利用者のインタビューなどもあったことから、撮影の前後で施設側、また局側にも編集映像のチェックをしていただくなど、細心の注意を払った。学生が制作することをふまえても、公共電波でなおかつ人気番組内で放映されることへの責任はやはり重く、その点は制作する学生も緊張感を持って取り組めたのではないだろうか。今後もこのような企画や制作の現場、自治体等との協働という実習形式の学びを通して、新しいフィールドである本学の現代コミュニケーションコースの学び構築を進めてゆきたい。  全授業終了後に受講学生にとったアンケートの抜粋は下記の通りである。貴重な学びの場であったという体験や成果はもちろんだが、もっと積極的に関わっておけばよかった、広報に工夫が必要であった、役割分担での仕事のボリュームの差を感じたなどの意見や感想も、今後の授業構築に生かしてゆきたい。 
 
・映像編集の場面で、もっと積極的に関わればよかった。作業は難しいとしても、もっと意見やアイディアを言ったりするこ
とはできたかもしれない。 
・普通ならばなかなか参加することのできない24時間テレビにも出演させてもらい、とても貴重な体験ができたので、自分
の中で成長した部分は大きいと思う。 
・現場の雰囲気や、テレビを見ている側ではわからないスタッフの方々の仕事の動きなどを味わうことはでき、充実した授業
だった。 
・この取り組みを学内でも知らない人も多かったので、広報の工夫でもっと沢山このことを伝えていろいろな人に見てもらい
たかった。 
・実際にテレビで放映されるものをつくってすごく大変だったが、自分なりに一生懸命できたと思う。 
・この授業を受けるまで産学官連携という言葉は知らなかった。 
・授業を通じて、いろいろな場所に行きたくさんの話を聞いて、学ぶことができた。 
・テレビに出ることなど初めてのことが多く、とまどったことがたくさんあった。 
・（役割分担で）もう少し映像制作側に関わる仕事をしてもよかったなと思った。 
・福祉施設という普段なかなか行くことの無い場所で、障害者についての知識も浅かったので不安だったが、想像していたよ
りずっと明るいところだったし、偏見なども無くなった。自分たちと変わらない。 
・利用者の方に直接話を聞けた。 
・作業分担などで、自分から気づいてもっとやれることがあったのではないかという点が反省。 
・このような演習では、次回からはもっと自分から積極的に参加して、つくり終わった時にさらに達成感があればよいと思う。 
・今後はもっといろいろなことを注意深く観察し、考えたりしながら取材などをしたい。 
・役割分担で仕事量に隔たりがあったように思うので、あまりよくなかったと思う。 
・打ち合わせやリハーサルなど初めて経験することばかりで、戸惑うことも多かった。実際に私たちが出演する時間は少なく
ても、そのために大勢のスタッフの方々が動いてくれていることを実感した。 
・つくった映像を観てくれた視聴者の方々に、私たちの取り上げた施設のスタッフのかたの思いが少しでも伝わればうれしい。 
・授業がはじまった時点では、私たちが直接メディアに関わり、最終的に自分たちで制作する映像で結果を出すことに大きな
不安があった。 
・“居場所”というテーマはすてきなものになったと思う。 
・今回、実際に取材し放映した施設以外の、下見で訪ねた場所の活動も、機会があればぜひ取材などしてこのような取り組み
をしてみたい。 
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  本演習に当たって準備構想段階から本番当日まで、さまざまな方々にご指導・ご協力をいただいた。特に、テレビ信州報道制作局湯田邦彦様、愛テレビながの町田英人様、越美奈子様、千曲市産業振興課鹿田敦己様、企画課洞田英樹様、千曲市社会福祉協議会ピュアハートちくま宮﨑さほり様、スタッフ・利用者のみなさま、日本民間放送連盟・研究所本間謙介様をはじめ、関係各位にこの場を借りて御礼申し上げる。 
 
 
 
 
 
 
【授業全体の進行データ】（通常授業は全１５回、その他イレギュラーにテレビ出演や本番当日の実習などが加わっている） 
「現代基礎演習Ⅰ」毎週月曜日２限 
 
①4/9（月）：オリエンテーション、コース概要説明、演習の説明、24時間テレビの概要確認。 
②4/16（月）：昨年のテレビ信州「24時間テレビ」録画映像資料を観る。分析し今年の題材を探す。 
③4/23（月）：テレビ信州ディレクター湯田氏による講義（撮影時の注意、テレビメディアの特性など）。 
④5/7（月）：打ち合わせ、企画会議、取材対象の調査。 
⑤5/14（月）：取材対象となる千曲市、社会福祉協議会、民間の福祉企業などについて学ぶ。 
⑥5/21（月）：ビデオ撮影、取材、編集機器使用について練習。 
⑦5/30（月）：千曲市取材の下調べ、スケジュール確認、取材準備。 
⑧6/4（月）：千曲市へ下見取材に行く。千曲市役所担当者から話を聞く。千曲市社会福祉協議会ふれあい福祉センター上山田
で、千曲市の福祉についての取り組みや現状について取材。併設のぴゅあハートちくまを見学、担当者から話を聞く。その後
知的障害者授産施設「Cafeクロスロード」で共同作業所、カフェを見学。千曲市での障害者の雇用の現状や仕事内容、今後の
展望なども取材。最後に本年の中継会場である戸倉体育館の現地見学などを行った。 
⑨6/11（月）：今年の24時間テレビのテーマ「未来」の決定を受けて、取材対象施設・人物像をしぼる。前回千曲市へ取材に
行った中で、特に気になった施設や人物をそれぞれ挙げて話し合う。 
⑩6/18（月）：各業務主担当を決定。チームごとで今後の役割やスケジュールを確認。 
※6/19（火）：ゆうがたGet!出演１回目。 
 授業での取り組み、現在の進捗状況を報告。8/26に24時間テレビに出演することを広報。 
⑪6/25（月）：映像班は次回の千曲市への取材の打ち合わせ、広報班はゆうがたGet!出演用の宣伝用看板制作。 
⑫7/2（月）：映像班は千曲市へ2回目の取材へ、広報・デザイン班は記録やチラシ・お礼状の作成など。 
⑬7/9（月）：映像編集、お礼状の制作。 
⑭7/23（月）：映像編集、アーカイブ資料まとめ。 
⑮7/30（月）：学期内授業最終日、各班の進捗報告、夏期休暇中の動きの打ち合わせ。 
※8/11（土）：本番直前最終打ち合わせ、集中講義「ムービー編集入門」と合同授業。 
※8/21（火）：ゆうがたGet!出演２回目。直前のPRと取材や実習の様子の発表。 
※8/26（日）：「24時間テレビ」本番出演、プレゼンテーション。 
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【テレビ出演・放映】 
2012年6月19日（火） 
 テレビ信州「情報ワイド ゆうがたGet!」24時間テレビへの番組作り 
2012年8月21日（火） 
 テレビ信州「情報ワイド ゆうがたGet!」メディアリテラシー〜24時間テレビへ参加 
2012年8月26日（日） 
 テレビ信州「24時間テレビ 35 愛は地球を救う」 
 清泉女学院大学学生制作番組「居場所〜千曲市の地域活動支援センターを訪ねて〜」放映、 
 出演およびプレゼンテーション 
 
【紙面掲載】 
「伝える側も“気づき”の機会に 民放連メディアリテラシー活動助成事業①女子大生が番組制作・中継／テレビ信州」2 
『民間放送 第1908号』日本民間放送連盟、2012年9月23日 
 
 
[参考文献] 
名城健二「沖縄県市町村社会福祉協議会の精神障害者支援活動の状況及び職員の意識調査 : 精神障害者地域生活支援のための職員研修プログ
ラム策定を見据えて」『沖縄大学人文学部紀要 10』沖縄大学、2007、pp.109-138 
小野田咲「精神障がい者が継続して地域で生活できるための支援活動の現状と課題」『日本赤十字豊田看護大学紀要 6 (1)』日本赤十字豊田看護
大学、2011、pp.21-30 
駒谷真美「メディアリテラシー親子参加型プロジェクト「ろっぽん夏休み」の実践的研究--東京大学とテレビ朝日の共同研究の一環として-」『學
苑 (833)』昭和女子大学、2010、pp.49-67 
「社協だより No.46  2011年10月号」社会福祉法人千曲市社会福祉協議会、2011 
日本テレビ「24時間テレビ 愛は地球を救う」ホームページ http://www.ntv.co.jp/24h/ 
 
[註] 
                                                   
1 「現代基礎演習Ⅰ」の授業が中心となりながら広がりを持たせた企画立案として、地域連携、広報、新しく発足した現代コミュニケーションコースの周知、筆者の専門であるアート分野の研究など複合的な要素として「信州夢応援プロジェクト」という企画とした。 
 
2 本事業は、産学官連携を行った株式会社テレビ信州も「2012年度（社）日本民間放送連盟メディアリテラシー助成事業」として助成を受け実施した。 
 
 （受付日：2013年1月16日） 
 
SUMMARY 
 The new course of learning "Contemporary Communication Course" was installed in the Faculty of Human 
Studies beginning in 2011. The measure and data of lesson construction which lead industry-academia-government 
collaboration, with an actual TV station and public office. We appeared on the real TV program "24-hour television（NTV/TSB）" and presented the program made by itself. It reports the training result example of these collaboration, and  
considers the possibility of a subject and the construction of a syllabus planning. 
